
『候補地選定・地元同意』を目指すためのプロセス

１ 適地選定調査

・市民から情報提供地『中津・苗木・坂本』地区から11か所ありました。

・現中津川斎場周辺を含めた上記(11か所)の、合計14か所から候補地を選定していきます。

・それぞれの『メリット・デメリット』『規制や制限』など情報整理を行います。

２ 複数地選定

・選定方法は『地域性・環境性・経済性』の観点を定め、3か所に候補地（案）に絞り込みます。

・その後、候補地（案）となった地域で市役所担当職員が地元勉強会を開催します。

・候補地（案）となった地域の皆様は、是非、勉強会に足を運んでください。

３ 候補地（案）の選定

・市役所内部に設置した「メモリアル施設候補地選定部会」より、候補地（案）を選定します。

４ 地元同意

・1か所に候補地（案）を決定し、市長を含めた地元説明会を開催します。

・平行して情報発信を行います。

５ 今後のスケジュール（案）

・令和6年度に候補地を決定し、調査及び準備をして令和12年度 供用開始を目指します。

メモリアル施設候補地選定に向けて

【お問い合わせ先】
中津川市環境水道部メモリアル施設及び環境整備推進室
市役所本庁1階
連絡先 0573—66-1111（内線110・136）

【これまでの取組み】
下記のQRコードから

選定方針
・メモリアル施設（新斎場）の候補地選定（案）は、『中津・苗木・坂本』地区の

中で、選定していきます。

・取り組みから１５年が経過し、市民の皆さんが待ち望んでいる施設を早期に実現

しますので、ご理解ご協力をお願します。


